
 

 

 

 

～ WBCに見た、JAPANの強さから学ぶ経営はこれだ！！～ 

皆さんも今年のWBCを見られた事と思いますが、栗山監督、白井ヘッドコーチ、吉井ピッチングコーチらのコーチ陣、年長者であるダルビッシュ 

選手のコミュニケーション能力と大谷選手の野球に対する情熱を感じられたのではないでしょうか？ 

コロナ下で声を出しての応援が出来なかったストレスからも解放されて、何と日本で行わ

れたトーナメントの 1回戦（イタリア戦）では、48％の視聴率を記録したとか……！！凄

い！！以前、MLBは 3月という開催時期を問題提起。且つ有望選手がWBCで怪我でもさ

れたら困ると MLB から選手を出す事に消極的でしたが、今回はエンゼルスのトラウトな

ど有名選手が参加を表明。その関係でダルビッシュや大谷、吉田選手などの招聘がスムー

ズにいった事も大きかったと思います。今回、日本を 1枚岩にした立役者である、侍 JAPN

の栗山監督や白井コーチ、吉井コーチ、ダルビッシュ有選手、大谷翔平選手の考え方や信

念を紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監督、コーチ、選手がワンチームになった今回のWBC、経営にも役に立つ事ばかりです！！ 
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以前の日本代表監督は王、原、小久保など選手としても活躍した超有名選手ばか

り。But栗山監督は現役生活 7年とあまり目立たない経歴⇒国立東京学芸大学か

らヤクルトにテスト生で入団⇒自主トレ初日に他の選手との力量の差に愕然⇒2

軍暮らしの中で、「今日より明日少しでも上手くなっていれば！！」と自分を励

まし 1年目の後半には 1軍の試合にも出場⇒7年目野村監督の構想から外れ、退

団を決意⇒その後日本ハム監督に就任。【監督談】監督業は指導者であるべきで

なく、指導は専門コーチに任せ、個々の選手について、「どのように努力させた

ら伸びるのか、起用したら輝くのか？」を考える事⇒この思考回路が、大谷翔平

の二刀流、WBCで村上を最後まで信じて起用し続けた点に繋がっている⇒自筆

の手紙を各選手に渡し、自分が望んでいる各人への役割分担を決めた事で、各人

のゴールが明確になった。 

1983年、駒澤大学からドラフト 1位で日本ハムに入団⇒白井選手の持論は、「結

果に一喜一憂するのでなく今日より明日には少し上手くなるために練習を行う

事を身上とする！！」（宮崎キャンプの初日に白井コーチが世界一になるために

は何が必要か？と尋ねた時に、ダルビッシュ有選手が「世界一を考えない事だと

思います。今日とにかく一生懸命頑張る事の積み重ねだと思います」という返事

をしたことで、同じ考えであると確認）⇒1994年現役を引退し日本ハム育成部

に籍を置きながらニューヨーク・ヤンキースにコーチ留学⇒モットーは、「怒ら

ず励ます！！」「教えず考えさせる！！」⇒帰国後評論家を経て日本ハムに復帰

し 2016年日本ハム日本一に貢献 

和歌山の箕島高校から近鉄バファローズに入団。その後ヤクルトに移籍。リーグ、

日本一を経験⇒MLBのメッツに移籍⇒ロッキーズ、エクスポズなどを経て、オ

リックスに移籍。ロッテで現役を終了⇒日本ハムで投手コーチに就任⇒2014年

には筑波大学で前ソフトバンク監督の工藤氏らとともにスポーツ健康システム

マネージメントを専攻⇒その後日本ハムで投手コーチに就任⇒その後ロッテの

投手コーチに移籍。佐々木朗希に関して、160キロを超える直球を投げ続けるに

は、基礎体力が大事とプロ入り一年目は、1軍で登板させず。⇒昨年 28年ぶり

に佐々木朗希が完全試合を 20歳 5カ月で達成⇒今永、高橋、宇田川、戸郷、大

勢など 25歳以下の投手がのびのびと投げられたのも吉井コーチの影響大 

東北高校から日本ハムに入団⇒入団最初のキャンプ自主トレ中にパチンコ店で

喫煙していた事が報道され卒業式に出られず 1週間遅れで卒業（やんちゃ坊

主！！）⇒2007年日本ハムを日本一に導く⇒2012年レンジャーズ、2017年ド

ジャース、2018年カブス、2020年パドレスとメジャー生活⇒栗山監督との面談

で早くからWBC参加を表明⇒今回のWBCでは、投手陣のまとめ役だけでなく

選手全体のまとめ役を買って出る⇒変化球の球の握り、サプリメントはいつ、何

を、どれぐらいの量を飲むかなどを教示（今回の最高殊勲選手はダルビッシュと

いう声も…。） 

東北の花巻東高校からMLBを目指すも、ドラフト 1位指名していた日本ハム栗

山監督の説得で日本ハムに入団し 2刀流としてスタート（もし、日本ハムに行か

なかったら、大谷選手の 2刀流での活躍は無かったかも…。）⇒MLBで 2刀流を

容認してくれる球団としてエンゼルスに入団⇒その後の活躍や彼の一挙手一投

足は皆さんご存じの通り⇒WBC最高殊勲選手（最後のトラウトとの勝負は圧巻

でしたネ！！） 
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